
盛土地盤におけるすべりに対するジオテキスタイル補強事例 

土木設計室 藤井 次郎 

1. 概 要

本報告では、盛土高 H＝10m 以上の高盛土道路で、基礎地盤対策として、ジオテキスタイル巻き

込み工法を採用した事例を紹介する。 

施工に先立って、基礎地盤を含めた盛土のすべり破壊が懸念されたため、基礎地盤調査を行い、

地盤状況を把握した上で、盛土の安定性評価を行った結果、必要安全率を満たさなかったので、

対策工の検討が必要となった。

2. 対策工法の比較

表-2.1 に、対策工法の比較表を示す。 

①案 地盤改良工法

②案 ジオテキスタイル巻き込み工法

施工性･経済性に優れる ②案 ジオテキスタイル巻き込み工法 を採用した。 

表-2.1 対策工法比較表 

①案 地盤改良工法 ②案 ジオテキスタイル巻込み工法
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・盛土時のすべりの発生を防止するため、基礎地盤

3m(施工性を考慮)の地盤改良を行う。 

・地盤改良工法は、施工性を考慮してトレンチャー式

混合施工法を採用する。 

・バックホウの先端に取り付けた攪拌機を土中に挿

入、固化材と原位置土の混合攪拌を行う工法であ

り、従来のバケットによる混合攪拌より施工能力、

改良品質に優れる。 

・盛土時のすべりの発生を防止するため、基礎地盤上

にジオグリッドを敷設する。 

・また、効率よく強度を高めるため、砕石(t＝50cm)

をジオグリッドで巻き込む構造とする。 

・経済性･施工性に優れる。 

3. ジオテキスタイル巻き込み工法

図-3.1～3.3に、計画平面図･縦断面図･標準断面図を整理している。 

本工法の特徴を整理すると、次の通りとなる。 

・ 盛土下にテンサーを 2段配置して、すべりに対して目標安全率を満たす引張強度のテンサー

を選定している。 

・ 端部を上下につなげることで、巻き込み式としている。 

・ 巻き込み内部を砕石とすることで、先に説明したマットレス構造としている。 

・ マットレス内に暗渠排水を設置し、盛土外へ水を流出させる構造とすることで、盛土内水位

の上昇を防ぎ、長期的に盛土の安定性を保持することができる。 
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図-3.1 計画平面図 S=1:2,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2 縦断面図 S=1:1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.3 標準断面図 S=1:500 

 


